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枕草子

位こそ、なほめでたきものはあれ。

同じ人ながら「大夫の君」「侍従の君」などは

いとあなづりやすきものを、中納言、大納言、

大臣などにりたまひては、無下にせくかたもな

う、やむごとなくおぼえ給ふことのこよなさよ。



北畠親房 （１２９３－１３５４）

• 南北朝時代

『神皇正統記』









『百寮訓要抄』



『官職秘抄』
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正保二年板 



万治2年刊（小本・九行） 正保二年版の縮小模刻

















和歌職原抄 



官位相当 

官  位 官職位階
（つかさ くらい）

中将の相当はただ従四位下ぞ

    いまは三位の中将もあり

中将は相当従四位下なり。いまの武家は正四位上
下なり。

三位の中将は大臣の子や孫ならねば三位に叙する
ことあたはず。



・四位なれば殿上人といふなれど

    三位中将公卿とぞいふ

公卿とは三位以上をいふ。中将の相当は四位
なれば殿上人といふべけれども、三位なれば
公卿の列なりとぞ。
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